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委員による現地視察の報告 
 

■ 日時：平成25年12月17日（火）、平成25年12月20日（金） 

■ 参加者：綾委員長、片寄委員、服部委員、亀井委員 

■ 実施概要 

平成25年度の審議対象となる5箇所の占用案件について現地視察を行なった。 

① 都市公園ドラゴンランド（川西市） 

② 中央南児童遊園地（川西市） 

③ 東久代公園（川西市） 

④ 猪名川河川敷緑地（伊丹市） 

⑤ 神津運動広場（伊丹市） 

各占用案件における占用施設の位置、施設規模、利用形態、周辺の自然環境、水際部の状況、環境

保全への配慮等について現地の状況を把握した。 
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天王宮児童遊園地 

中央南児童遊園地 

新家子ども広場 

下加茂公園 尼崎市農業公園 

緑地広場 

天津緑地 

おおぞら広場 

都市公園ドラゴンランド 

(第３・第４運動公園) 

堤外側案件 
堤内側案件 

図－１ 猪名川・藻川の面的占用案件位置
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① 都市公園ドラゴンランド 
（川西市） 

占用範囲 
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② 中央南児童遊園地 
（川西市） 
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③ 東久代公園 
（川西市） 
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 ④ 猪名川河川敷緑地 

（伊丹市） 
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⑤ 神津運動公園 
（伊丹市） 
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■ 各視察案件に対する委員意見 

公 園 名  意   見 

①都市公園ドラゴン

ランド 

 

・占用範囲内については、特に意見なし。 

 

・

公園内の植生について、誰が管理しているのか。園内に植木鉢など置かれており

私物化されている。 

・ トウネズミモチ、シュロ等の外来種が多数見られる。対策が必要。 

・ フェンスの劣化が心配される。対策が必要。 

②中央南児童遊園地 

・ 南側はアダプト制がとられているが、植生の規制はできるのか。 

 

・

以前は低水敷にオオブタクサ等の外来種が繁茂していたが、台風18号の出水によ

り外来種が流出した状態。今後は発芽したものから抜いていけば、効果的に外来

種除去ができる。来年度は除去のチャンスである。 ③東久代公園 

・
運動公園としての利用だけでなく、自然環境についても学べる場となって欲しい。

公園利用者の保護者等にも河川環境について啓発することも大切だと思う。 

・
冠水によりグランドは表土が流され礫が出てきている状態であるが、昔の猪名川

はこのような状態であった。 

・
運動公園としての利用だけでなく、自然環境についても学べる場となって欲しい。

公園利用者の保護者等にも河川環境について啓発することも大切だと思う。 

④猪名川河川敷緑地 

・ 川と高水敷の連続性が広範囲で途切れている。植物移行帯がない。 

 

・

冠水によりグランドは表土が流され礫が出てきている状態であるが、昔の猪名川

はこのような状態であった。 

・
運動公園としての利用だけでなく、自然環境についても学べる場となって欲しい。

公園利用者の保護者等にも河川環境について啓発することも大切だと思う。 

 

・
川と高水敷の連続性が広範囲で途切れている。植物移行帯がない。 

⑤神津運動広場 

・ 坂路の法面の一部にチガヤの植生が見られた。この状態が理想的な状態である。 

 


